
令和7年度 保健所・難病診療ネットワーク連携会議

総合司会:道勇学 先生 愛知県難病医療連絡協議会会長、愛知医科大学病院特命教授

◆講演 (講演のみオンライン配信）

『医療やケアの枠組みを整えながら「親なき後」を世帯の課題として考える（仮）』

演者:星野 大和 先生 ほしの在宅ケアクリニック 院長

◆事例検討会

①「難病患者の親なき後問題の萌芽期の支援について-筋強直性ｼﾞｽﾄﾛﾌｨｰ患者への支援-（仮）」

愛知医科大学病院医療福祉相談部難病診療連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 小堤歩氏

②「親なき後問題に関する支援ついて-多発性硬化症患者への支援-（仮）」

社会福祉法人長久手市社会福祉協議会障がい者相談支援センター 磯部 えつ子氏

③「自宅から当院入院を経て住宅型有料老人ﾎｰﾑへ入所となった事例-脊髄小脳変性症患者への支援-（仮）」

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院地域医療連携室 MSW 増田美穂子氏

主催：愛知県難病診療ネットワーク 難病診療連携拠点病院愛知医科大学病院

開催日程：令和7年10月2日（木）
時 間：14:00～16:00
開催方式：対面のみ
会 場：愛知医科大学 C棟201講義室

開催テーマ：【難病患者の“親なき後問題” を考える】
障害者分野では以前から指摘されている「親なき後問題」。昨今、難病患者が置か
れている状況は急速に変化しており、難病患者にとっても喫緊の課題となりつつあ
るこの問題について今回の連携会議のテーマとして取り上げ議論していきます。

◆参加対象者

難病患者の支援に関わる医師、保健師、看護師、

医療ソーシャルワーカー、ケアマネジャー等

◆申し込み方法：専用サイトからお申込みください。

https://forms.office.com/r/14Efck1nEN

◆申し込み期限：令和7年9月30日（火）17時まで

◆問い合わせ先：愛知医科大学病院 医療福祉相談室

難病診療連携コーディネーター 小堤

TEL：0561-61-1878/FAX：0561-63-8566

https://forms.office.com/r/14Efck1nEN
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